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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年12月4日(2014.12.4)

【公開番号】特開2014-61358(P2014-61358A)
【公開日】平成26年4月10日(2014.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2014-018
【出願番号】特願2013-188276(P2013-188276)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２８　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３５２Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月20日(2014.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１制御手段と第２制御手段とを有し、遊技媒体を循環させる循環経路を有する封入式
遊技機で遊技者により遊技が行なわれる遊技機と、該遊技機と通信可能に接続され、遊技
者所有の有価価値を用いて該遊技機での遊技を可能にする遊技用装置とを備える遊技用シ
ステムであって、
　前記第１制御手段は、当該第１制御手段を識別するための第１識別情報を記憶し、
　前記第２制御手段は、当該第２制御手段を識別するための第２識別情報を記憶しており
、
　前記第１制御手段は、
　　前記第２制御手段に対して記憶している前記第２識別情報を送信するように要求する
識別要求手段と、
　　前記識別要求手段の要求に応答して前記第２制御手段が送信する前記第２識別情報を
受信する識別受信手段と、
　　前記識別受信手段で受信した前記第２識別情報を、記憶している前記第１識別情報と
ともに前記遊技用装置へ送信する識別送信手段とを含み、
　前記遊技用装置は、送信されてきた前記第１識別情報と前記第２識別情報との真正を上
位装置へ問合せる問合せ手段を含む、遊技用システム。
【請求項２】
　第１制御手段と第２制御手段とを有し、遊技媒体を循環させる循環経路を有する封入式
遊技機で、遊技者所有の遊技用価値を用いて持点を加算する遊技用装置と通信可能に接続
するための接続部を備え、持点による遊技が可能であり、入賞の発生に応じて持点が加算
される遊技機であって、
　前記第１制御手段は、当該第１制御手段を識別するための第１識別情報を記憶し、
　前記第２制御手段は、当該第２制御手段を識別するための第２識別情報を記憶しており
、
　前記第１制御手段は、
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　　前記第２制御手段に対して記憶している前記第２識別情報を送信するように要求する
識別要求手段と、
　　前記識別要求手段の要求に応答して前記第２制御手段が送信する前記第２識別情報を
受信する識別受信手段と、
　　前記識別受信手段で受信した前記第２識別情報を、記憶している前記第１識別情報と
ともに、前記第１識別情報と前記第２識別情報との真正を上位装置へ問合せる前記遊技用
装置へ送信する識別送信手段とを含む、遊技機。
【請求項３】
　前記遊技用装置は、前記遊技機との間で認証を行なった後に、前記問合せ手段を実行す
る、請求項１に記載の遊技用システム。
【請求項４】
　前記第１制御手段は、前記遊技用装置との間で認証を行なった後に、前記遊技用装置に
対して前記第１識別情報および前記第２識別情報を送信する、請求項２に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）　本発明は、第１制御手段（払出制御部１７を有するＬＳＩ７９９）と第２制御
手段（主制御基板１６）とを有し、遊技媒体を循環させる循環経路を有する封入式遊技機
で遊技者により遊技が行なわれる遊技機（パチンコ機２、スロットマシン２Ｓ）と、該遊
技機と通信可能に接続され、遊技者所有の有価価値（残高、貯玉、遊技玉数、現金など）
を用いて該遊技機での遊技を可能にする遊技用装置（カードユニット３）とを備える遊技
用システムであって、
　前記第１制御手段は、当該第１制御手段を識別するための第１識別情報（払出チップＩ
Ｄ）を記憶し（図６、図１０４）、
　前記第２制御手段は、当該第２制御手段を識別するための第２識別情報（メインチップ
ＩＤ）を記憶しており（図６、図１０４）、
　前記第１制御手段は、
　　前記第２制御手段に対して記憶している前記第２識別情報を送信するように要求する
識別要求手段と、
　　前記識別要求手段の要求に応答して前記第２制御手段が送信する前記第２識別情報（
図７８；メインチップＩＤ、チップメーカーコード、遊技機メーカーコード、遊技機製品
コードを機器報応答として送信）を受信する識別受信手段と、
　　前記識別受信手段で受信した前記第２識別情報を、記憶している前記第１識別情報と
ともに前記遊技用装置へ送信する識別送信手段（図１６、図７８；受信した情報と払出チ
ップＩＤとをカードユニットへ通知）とを含み、
　前記遊技用装置は、送信されてきた前記第１識別情報と前記第２識別情報との真正を上
位装置へ問合せる問合せ手段（図１６；上位サーバに機器情報（チップＩＤ等）を問合せ
る）を含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　（５）　本発明の他の態様は、第１制御手段（払出制御部１７を有するＬＳＩ７９９）
と第２制御手段（主制御基板１６）とを有し、遊技媒体を循環させる循環経路を有する封
入式遊技機で、遊技者所有の遊技用価値（残高、貯玉、遊技玉数、現金など）を用いて持
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点を加算する遊技用装置（カードユニット３）と通信可能に接続するための接続部（コネ
クタ２０）を備え、持点による遊技が可能であり、入賞の
発生に応じて持点が加算される遊技機（パチンコ機２、スロットマシン２Ｓ）であって、
　前記第１制御手段は、当該第１制御手段を識別するための第１識別情報（払出チップＩ
Ｄ）を記憶し（図６、図１０４）、
　前記第２制御手段は、当該第２制御手段を識別するための第２識別情報（メインチップ
ＩＤ）を記憶しており（図６、図１０４）、
　前記第１制御手段は、
　　前記第２制御手段に対して記憶している前記第２識別情報を送信するように要求する
識別要求手段と、
　　前記識別要求手段の要求に応答して前記第２制御手段が送信する前記第２識別情報（
図７８；メインチップＩＤ、チップメーカーコード、遊技機メーカーコード、遊技機製品
コードを機器報応答として送信）を受信する識別受信手段と、
　　前記識別受信手段で受信した前記第２識別情報を、記憶している前記第１識別情報と
ともに、前記第１識別情報と前記第２識別情報との真正を上位装置へ問合せる（図１６；
上位サーバに機器情報（チップＩＤ等）を問合せる）前記遊技用装置へ送信する識別送信
手段（図１６、図７８；受信した情報と払出チップＩＤとをカードユニットへ通知）とを
含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　このような構成によれば、第１制御手段を識別するための第１識別情報と第２制御手段
を識別するための第２識別情報との真正が、遊技用装置によって上位装置へ問合せられる
ために、遊技機における第１制御手段および第２制御手段の両制御手段について、不正行
為に対する監視を行なうことができる。しかも、第１識別情報が第１制御手段から遊技用
装置へ送信され、第２識別情報もその第１制御手段を経由して遊技用装置へ送信されるた
めに、第１識別情報の遊技用装置への送信機能を第２識別情報の遊技用装置への送信に兼
用することが可能となる。
　（６）　上記（１）の遊技用システムにおいて、前記遊技用装置は、前記遊技機との間
で認証を行なった後に、前記問合せ手段を実行する。
　（７）　上記（５）の遊技機において、前記第１制御手段は、前記遊技用装置との間で
認証を行なった後に、前記遊技用装置に対して前記第１識別情報および前記第２識別情報
を送信する。
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